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高 血 圧 症 の 心 機 能

軸

心機図学的研究
一

第ⅠⅠ報 運動時の 心機図 に つ い て

金沢大学医学部第 二 内科学講座 (主任 : 竹 田亮祐教授)

竹 内 伸 夫
(昭和51 年 8 月10 日受付)

本論文の 要旨は第37 回 日本循環器学会総会 で発表 した
｡

心 機図 法は簡便 な心 機能評価法 と して その 有用性 は

広 く認 められ て い るが , 高血圧 症 に お ける左 心機能に

つ い て本法に よ り検討され た 報告 は少い ｡ 著者は第 Ⅰ

報
1)
に お い て安静時 に お ける心 機図上 の 異常所見 に つ

い て報告し たが心 機能をよ り正 し く評価す るた め に は

何 らか の 負荷に 対 する 反応 を検討す る こ とも 重要で あ

る
｡
こ ゝ で は運動負荷に 対す る心 機図上 の変動に つ い

て検討し, そ の有用 性に つ い て述 べ る
｡

対 象 なら び に 方法

対象は35 才か ら59 才まで の 本態性高血 圧 症83 例 , な

ら びに 対照群と し て心 ･ 血管系に 異常 の み と め られ な

い 正 常血 圧 者26 例 で あ る (表 1 )｡ 高血 圧 症例は 日循協

の 分類に お ける心 障害度分数基準に よ っ て Ⅰ -

Ⅳ 群に

分類 した (表2 .
)
｡
こ れ らの 被検者に M a s t e r s

'

d o u b l e

1 3

t w o s t e p t e s t を負荷 し, その 前, お よ ぴ 3 分
,
6 5) ,

1 0 分後 に 心 尖拍動図 ( A C G ) , 頸動脈波 ( C P T ) , 心

音図な ら びに 心電図 ( 第ⅠⅠ誘導) を同時記録 した｡ 記

録方法 な らび に 測定法 は第Ⅰ報 1) に お い て報告 したと

お り で ある
｡

成 績

1 ) 収縮期圧 (S B P) : 収縮期圧 ほ正 常血圧群で安

静時109 土1 1 m m fI g で ある に 対 し負荷3 分 後114 士 9

m m H g と有意の 上 昇を認め た (P < 0 . 0 5) が , 高血圧

Ⅰ
,
ⅠⅠ群 で は不変で あ っ た ｡ 一 方高血圧 Ⅲ ,

Ⅳ 群で は

安静時に お い て それ ぞれ160 ±2 7 , 1 6 6 士3 5 m 膚 g で あ

る に 対し, 負荷後3 分 で は
,
そ れ ぞれ173 ±3 3( P < 0 .

0 1) , 1 7 6 ±3 4 m m Il g ( P < 0 . 0 1) と有意 に 上昇 し, その

程度は正 常血圧群に 比 し大 なる傾向が認め られ た(図1) ｡

T a b l e l N u m b e r , A g e , M 飽 n B l ∝ d P r e s s u r e a r d C a r di o th o r a ci c R a ti o i n
N o m o t e n si v e S u bj e c t s a n d H y p e rt e n si v e G r o u p s

N u m b e r of

C a s e s
A g e M B P ( m m H g ) ♯ C T R (% )

十

N T 2 6 4 6 士 5 8 5 ± 7 4 6 ±4

H T I 1 4 4 7 ± 6 1 1 2 ± 7 4 6 ± 5

H T I I 3 7 4 7 ± 6 1 2 0 ± 11 5 0 ± 3

H T I I I 1 3 5 0 ±8 1 2 2 ± 17 5 1 ±5

H T Ⅳ 1 9 4 9 ±7 1 2 4 ± 20 5 3 ±5

M B P
#

: M e a n B l 血 P r e s s u r e , C T R
+
: C a r d i o T h o r a ci c R a ti o

M e c h a n o c a r di o g r a p hi c A n a ly s is of C a r di a c F u n c ti o n i n H y p e r t e n si o n 〔ⅠⅠ〕 M e c h a n o c a r ･

di o g r a p hi c F i n di n g s af t e r E x e r cis e b y M a s t e r
,

s D o u bl e T w o S t e p T e s t N o b u o

T a k e tl C h i , D e p a rt m e n t of I n t e r n al M e dici n e ( II ) ( D ir e c t o r : P r of . R . T a k e d a) , S c h o ol

Of M e dici n e
,
K a n a z a w a U n iv e r sit y .
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7

s

d o u bl e t w o st e p t e s t i n th e
s e g r o u p s ･ * : p

< 0 . 0 5 , * * : p < 0 . 0 1 .

2 ) 拡張期圧 ( D B P ) : 拡張期圧 は負荷 3 分, 6 分

後とも に ,
正 常血圧 瓢 高血圧 Ⅰ, ⅠⅠ群で は不変, 高

血圧札 Ⅳ群で軽度に 上 昇す る傾向を認 めた が有意の

変化で はなか っ た (図2 ) ｡

3 ) 平均血圧( M B P ) : 平均血圧 は負荷3 分後 に正

常血圧群, 高血圧 Ⅰ , ⅠⅠ群で は い ずれ も不変であ っ た

Fi g . 2 . T o p : d i a st o li c b l o o d p r e s s u r e c h a
n g e s

i n d u c e d b y M a s t e r
'

s d o u bl e t w o s t e p t e st ･

B o tt o m : m e a n d iff e r e n c e b e t w e e n th e v al u e s

b e f o r e a n d aft e r M a st e r
'

s d o u bl e t w o s te p

t e s t

が
, 高血圧1ⅠⅠ群 で 軽度上 昇す る傾向を認め, Ⅳ 群で は

安静時124 ±2 0 m m H g で ある に対 し, 負荷後 3 分で は

129 士2 0 m m B g と有意に上 昇 した( P < 0 0 5) ( 図3) ｡

4 ) 脈圧(p p) : 脈圧 は正 常血圧群 で 安静時 35 ± 8

m H g か ら負荷後3 分39 ± 8 m m B g と有意 に 増加 した

(P < 0 .0 5) ｡ 高血圧 Ⅰ群で は負荷前後で有意の変動を
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認め な か っ た の に対 し, 高血圧ⅠⅠ, ⅠⅠⅠ, Ⅳ群 で安静時･

それ ぞ れ57 ±18 , 5 9 土1 7 , 63 土2 4 m m H g か ら負荷後 3

分61 ±1 5 (P < 0 . 05)
,
6 8 ±2 1 ( P < 0 . 01)

,
71 士2 5 m

H g ( P < 0 . 0 5) と有意の 増加が認 め られ た (図 4) ｡

5 ) 心拍数( H R) : 心拍数 は負荷後各群 と も有意 の

増加を示 した｡ 正常血圧群 は安静時60 土 8 に 対 し, 負

荷後 3 分65 土11 と なっ た( P < 0 . 0 1) ｡ 高血圧 Ⅰ, ⅠⅠ,

軋 Ⅳ群 は安静時 それ ぞれ , 7 0 ±11 , 6 4 土1 0 , 6 1 士 9 ,

64 士12 に対 し, 負荷後3 分で76 士15( P < 0 . 0 1) , 6 9 土

1 4 ( P < 0 . 01) , 6 6 ±1 3 (P < 0 . 01) , 7 0 土1 5 ( P < 0 .

01) と増加 した｡ 心拍数の 変化量に つ い て は高血圧 各

群と も正 常血圧群 に比 し同程度であっ た (図 5 )｡

6 ) 収繍期 ( Q - ⅠⅠ) : 収縮期は 各群 とも有意の 短

折 を示 した ｡ 正常血圧群 は安静時418 士21 m s e C に対

し
, 負荷3 分後404 ±2 6 m s e c と短縮 した ( P < 0 .

01) ｡

高 血圧 Ⅰ, ⅠⅠ, ⅠⅠ‡, Ⅳ群で は安静時 それ ぞれ404 ±21

4 1 1 ±37 , 4 2 2 ±20 , 4 1 1 土2 5
m s e C である に 対 し, 負

荷後3 分で は それ ぞ れ 380 士2 9 ( P < 0 . 01) , 3 9 3 ±39

( P < 0 . 0 1) , 4 0 5 ±2 8 ( P < 0 . 01) , 3 9 4 土3 3 m s e c ( P

< 0 . 0 1) と短縮 した｡ 高血圧 Ⅰ群 に お け る短縮の程度

は正 常血圧群に比 し大な る傾向を認 めた (図 6) ｡
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内

7 ) 前駆出期 ( P E P ) : 前駆出期は各群 と も有意の

短縮 を示 した ｡ 正常血圧 群は安静時11 4 ±1 4 m s e c か ら

負荷後1 01 ±1 4 m s e c と 短縮 した ( P < 0 . 01 )
｡
高血

圧 Ⅰ, Ⅰ‡, IlI , Ⅳ群は安静時そ れ ぞれ113 土1 6 , 1 22 ±

1 6
,
1 2 6 ±1 6 , 1 30 ±1 6 m s e c か ら負荷後 3 分で は それ

ぞれ 101 ±1 7 ( P < 0 . 0 1) , 10 9 土1 5 ( P < 0 , 01) , 1 1 2

士15 ( P < 0 . 0 1)
,
11 7 士1 5 m s e c ( P < 0 . 0 1) と短縮し

た
｡ 高血圧 各群に お け る変化量 は正 常血圧 群 に 比 し同

程度であ っ た (図 7 ) ｡

8 ) 等容収縮期 (I C T ) : 等容収縮期 は各群と も有

意の 短縮 を示 した ｡ 正常血 圧 群 で は安静時84 土12 m s e c

か ら 負荷後 3 分73 ±11 m s e c と短縮 した ( P < 0 ･ 01 ) ｡

高血圧 Ⅰ , ⅠⅠ, ⅠⅠⅠ, Ⅳ 群は安静時それ ぞれ81 土1 3 , 8 8

土1 3 , 9 1 士1 0 , 93 士1 5 m s e C か ら負荷後 3 分で はそ れ

ぞれ70 ±12 ( P < 0 .0 1) , 7 7 士1 2 ( P < 0 . 0 1) , 7 8 士1 1

( P < 0 . 0 1)
,
8 2 士 1 4 m s e c ( P < 0 .0 1) と短縮 した ｡

高血圧各群 に お け る変化量 は正 常血 圧 群に 比 し差が な

か っ た ( 図8 )｡

9 ) 駆 出時間 ( E T ) : 負荷3 分後 , 正 常血圧 群で

は不変であっ たが , 高血圧 Ⅰ ,
ⅠⅠ群で は安静時そ れぞ

れ291 士2 3
,
2 90 土 31 m s e c か ら負荷 3 分後 それ ぞ れ28 0
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±27 ( P < 0 . 01 )
,
2 8 5 ±3 5 m s e c ( P < 0 . 0 5) と 有意

に 短縮 した ｡ 特 に 高血圧 Ⅰ群 に お け る短縮は大で あ っ

た
｡ 高血 圧ⅠⅠⅠ, Ⅳ群 で は有意の短縮 は認め られ な か っ

た ( 図9 ) ｡

1 0) 補正駆出時間 ( E T c ) : E T c は正常血圧 群 で

は安静時 304 ±16 m s e c か ら負荷 3 分後 311 土16 n l S e C

と有意に 延長した ( P < 0 . 0 1)
｡ 高血 圧 Ⅰ群で は不変,

ⅠⅠ
,
ⅠⅠⅠ辞 では延長傾向を示 し

,
Ⅳ群 で は安静時289 ±

2 2 m s e c か ら負荷 3 分後 295 士1 9 m s e c と有意の延長

が認め られ た ( P < 0 . 0 5) ( 図10) ｡

1 1) E T / P E P : E T / P E P は 負荷後各群 とも 有意

に 増大 した｡ 即 ち正常血圧群 は安静時2 . 7 ±0 .5 か ら負

荷後 3 分3 . 0 ±0 .5 と増大 した ( P < 0 . 0 1)｡ 高血圧Ⅰ,

ⅠⅠ
,
ⅠⅠⅠ

,
Ⅳ 群は安静時それ ぞれ2 . 6 ±0 ふ 2 . 4 土0 .4 ,

2 . 4 ± 0 . 4
,
2 . 2 ±0 . 4か ら 負荷後3 分 それ ぞれ2 .9 土0 . 7

( P < 0 . 0 5)
,
2 .7 ±0 . 5 ( P < 0 . 0 1) , 2 . 7 ± 0 . 5 ( P <

0
. 0 1) , 2 . 4 ±0 . 4 ( P < 0 . 01) と有意に 増大 した

｡ 高血

圧各群に お ける増大度は正常血圧群に 比 し差 がな か っ

た (図11) ｡

1 2) T e n si o n T i m e I n d e x ( M B P x E T x H R : T T

I) : T T I は正常血圧群で安静時156 5 ±2 2 4 m n H g ･ S e C

【†

Fi g . 9 . T o p : C h a n g e s in eje c ti o n ti m e in d u c e d

b y M a st e r
'

s d o u bl e t w o st e p t e s t . B o tt o m :

m e a n d iff e r e n c e d e t w e e n th e v al u e s b e f o r e

a n d a ft e r M a s t e r
'

s d o u bl e t w o st e p t e st .

1 7

/ mi n か ら負荷後 3 分168 5 士2 0 6 n m H g ･ S e C / mi n , と有

意 の 増大を示 した ( P < 0 .0 1)｡ 高血圧 Ⅰ群 で は不変で

あっ た
｡ 高血圧ⅠⅠ, ⅠⅠⅠ, Ⅳ群で は安静時そ れ ぞれ218 6

±2 9 1
,
2 1 63 ±3 17

,
2 2 2 0 ±68 0 m n H g

･
S e C / mi n か ら負

荷後 3 分で それ ぞれ2･3 0 6 ±3 1 3 ( P < 0 . 0 1) , 24 4 9 士50 8

( P < 0 . 0 1) , 2 4 8 2 ±6 8 0 n n H g ･ S e C / mi n ( P < 0 . 01)

と有意の増大が認め られ , 特 に高血圧ⅠIl , Ⅳ群の 増大

は正 常血圧群に 比 し大 なる傾向が認め られ た (図12)

1 3) T e n si o n Ti m e / b e a t ( M B P x E T : T T / b e a t)

‥ T T / b e a t は負荷3 分後 で 正常血圧群 は不変であり,

高血圧 Ⅰ群 は安静時 32 . 5 ±2 . 3 m m H g
･
S e C か ら負荷3

分後 31 . 5 士3 . 3 m m ‡短･ S e C と有意の減少 を示 した ( P

< 0 . 0 5) ｡ 高血圧 ⅠⅠ群で は負荷前後で不変, ⅢⅠ, Ⅳ群で

負荷 3 分後, 増大の傾向が認め られ た が有意 の変化で

は なか っ た (図13)｡

1 4) ⅠⅠ -

0 間隔 : ⅠⅠ - 0 間隔は正 常血 圧群 で安静時

128 ±1 6 m s e c か ら負荷3 分後124 士1 7 m s e c と有意 に

短縮 した ( P < 0 . 05 ) ｡ 高血圧 Ⅰ
,
ⅠⅠ

,
ⅠⅠⅠ

,
Ⅳ 群で安静

時 それ ぞれ125 土1 4 , 1 35 ±1 9 , 1 5 1 土23 , 1 5 9 ±3 1 m s e c

か ら 負荷 3 分後 それ ぞれ111 士1 3 ( P < 0 .･0 1) , 1 2 4 ±22
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1 8 竹

( P < 0 .0 1) , 1 38 士24( P < 0 . 0 5) ,1 4 9 士2 6 m s e c(P < 0 . 0 5)

と有意の短縮を示 した｡ 高血圧 各群に お け る短縮 は い

ずれ も正 常血 圧群 に 比 し大な る傾向があっ た( 図14) ｡

1 5) 全拡張期充盈波高比 ( D F / O E ) : D F / O E は

正 常血圧群 なら びに 高血 圧Ⅰ, m 群で は 負荷前後で 不

変 で あっ たが , 高血圧ⅠⅠ, Ⅳ群 で は安静時 それ ぞれ25

± 8
,
2 8 士 8 % か ら負荷 3 分後 それ ぞれ29 ±12 ( P <

0
. 05) , 3 2 ±1 1 % ( P < 0 . 05) と有意の増大を示 した

( 図15)｡

16) 急速充盈 波高比 ( R F / O E ) :､ R F / O E は正 常

血圧群で は 負荷前後で不変, 高血圧ⅠⅠ群で は安静時 8

士 3 % か ら･負荷 3 分後10 士 6 % と有意の増大 を示 した

( P < 0 . 0 5)
｡ 他の高血圧群では負荷前後で不変であっ

た (図16)｡

17) a 波高比 ( a/ O E ) : a / O E は正 常血圧群, 高

血圧 Ⅰ, ⅠⅠ群で は負荷前後 で有意 の変動 を示 さな か っ

た の に対 し, 高血圧ⅠⅠⅠ, Ⅳ群で は安静時そ れ ぞれ 9 土

4
,
1 3 土7 % か ら負荷 3 分後12 士5 ( P < 0 . 0 5) , 1 6 土

7 % ( P < 0 . 0 5) と有意の増大が認 め られ た (図17) ｡

1 8) 異常 a 波の 出現率 : 12 % 以上 の a 波高比 を示 す

例 は安静時で は正 常血圧群 で は22例 中1 例も認 め られ

ず
, 高血圧 Ⅰ, ⅠⅠ, ⅠⅠⅠ, Ⅳ群 へ と順 次出現率は大 きく

な るが, 運動負荷 によ り, 特に 高血 圧ⅠⅠⅠ, Ⅳ 群で異常
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高血 圧症の 心機能

a 波 を示 す例が 増加 した (図18)｡

1 9) 異常収縮期波の 出現率 : 異常収縮期波( s u s t a -

in e d s y s t oli c w a v e また は S y St Oli c b ul g e) の 出現率

は安静時 に高血圧ⅠⅠ群 で16 % , Ⅳ群で26 % に 認 めら れ

た が
,' 負荷後 これ らの 出現 率は減少し た (図19)｡

考 案

運動負荷 に よる 心 ･ 血行動態の変動か ら心機能 を評

価 する に は運動中あるい は負荷直後 に お ける変動 をみ

る の が理 想的で あ るが運動中な ら び に 負荷直後 では 心

機図の 良好 な記録が得られ ず
, 負荷 3 分 以 後の 状態に

つ い て検討 した
｡ 心拍数 は各群 とも 負荷前に 比 し増加

の 状態に あ り, また 心筋酸素消費量 に 相関す ると され

て い る T e n si o n T i m e I n d e x 2 ) も高血圧 Ⅰ群 を除き

他の す べ て の 群で増加を示 して お り
, 心機能 を評価す

る た
一

めの 運動負荷の 目的は 一 応達せ られ たも の と考 え

られ る
｡

正 常血 圧 群に お い て は負荷後, 収縮期圧 の 上昇, 脈

圧 の 増大
, 心拍数の 増加, P E P な らび に I C T の短

用心

tp

O

一

川

一

日

F i g ･ 1 4 ･ T o p : C h a n g e s in II - 0 in t e r v al in d u c e d

b y M a s t e r
,
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1 9

縮 , E T c の延長, E T / P E P の 増大, I R T の 短縮

な どが認め られ た が, A C G 波高成分 に つ い て み ると

D F / O E
,
a / O E の変動は認め られ なか っ た｡

R o s s
, J ･ J r l e t a1 3 ) は運動負荷に よる左心 機能

評価の 際, St r O k e v ol u m e の 変動と左室拡張終期圧

( L V E D P ) の 変動 か ら評価 して お り, 正 常心機能で

は L V E D P は不変 ある い は減少 し
,
S t r O k e v ol u m e

は増加ある い は減少す る と してお り
,
心機能異常があ

る と, S t r O k e v ol u r n e は増加す るが L V E D P の上

昇を伴 っ て お り, ま た心機能低下で は L V E D P は上

昇して も st r o k e v ol u m e は減少する と して い る｡

著者の 正 常血圧群 に みら れた上 記の 変動 をみ ると
,

脈圧 の 増大, E T c の延長, E T / P E P の 増大が 認め

られ
,
S t r O k e v ol u m e の 増加を示 唆4) , 5 ) す るもの と

考 えら れ る
｡

一 方 A C G の D F / O E
,
a/ O E の増大

は認 め られ ず; p r el o a d の増大
,
左室拡張終期圧 の上

昇6 ト 8 ) は考 え難い ｡ 従 っ て R o s s , J . J r . e t al の

云 う正 常心機能の 反応 と して理 解され よう
｡ 打R の

増加
,
P E P 並 びに I C T の 短縮 は交感神経系の機能

完進, 心収縮性 の 冗進 を反映す る 9) も のと 考え られ る
｡

Ⅰト 0 間隔は真の I R T を意味す るも の で はな い が

近似的な もの と して利用 され て い る｡ 10)

川●r● a
･

l
Dね【
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Fi g ･ 1 5 ･ T o p : c h a n g e s in th e r a ti o of D F / O E
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H a r ri s o n , J . R . e t al l l) に よ れ ば心筋の C a t h e c h ol ･

a m i n e 含量の減少に際 して, ま た B u c k l e y , N ･ M ･ e t

al 1 2) は心収縮性の低下 を来す薬剤に よ り I R T は延

長す ると い う｡

I R T は大動脈 ･ 左室圧交叉 か ら左室 ･ 左房圧交叉

ま で の間隔であり , 大動脈圧や左房圧も I R T に 関係

す るが左室の圧降下度が I R T を規定す る大き な要素

と な っ て い る
10】

｡ 従っ て 心収縮性の低下 に伴うI R T

の 延長は心収縮性の低下と とも に 等容弛緩期に お ける

左室の 圧降下産も減少して い る もの と 考え られ る｡ 従

っ て著者の正 常血圧群に みら れ た運動後のⅠト 0 間隔

の短碗 は心収縮性 の冗進 に 伴い , 拡張早期の左重圧降

下度の増大を反 映す る所見 と思わ れ る｡

高血圧 Ⅰ群で はP E P , I C T の 短素敵 E T / P E P

の 増大な ど心収縮性克進 を 9) , 1 3) 示 唆す る所見は認 め

られ るが, T T 王は不変で あ り, 脈圧の増大や E T c

の 延長は認 めら れずst r o k e v ol u m e の増大は考 え難い ｡

ま た A C G 波高成分 につ い て も D F / O E や a / O E の

増大 はみ ら れず p r el o a d の増大や L V E D P の上 昇も

考 え難 い ｡ 第 Ⅰ 報
1 )
で報告 した 如く高血圧 Ⅰ群 で は安

静時す で に h y p e r k in e ti c な状態に あり, こ の程度の
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短銃.

内

運動で は S tr O k e v o l u m e を増大さ せ な くて も充分 に

全身の 酸素需要 を満た し てい る もの と思 われ る｡ 従 っ

て こ の 様 な高血圧 Ⅰ 群に つ い て運動負荷 に よ り左心機

能 を評価す るに は さ らに 高度の 負荷 を必 要と す るも の

と考 えられ る｡

高血圧ⅠⅠ群で は P E P , I C T の 短縮, E T / P E P

の 増大な ど収縮性冗進 を示唆 す る所見が認め ら れ る｡

心収縮性の冗進 は駆出時間を短齢さ せ る要因であるが ,

E T c の 短縮は認 め られ ず, む し ろ軽度延長傾向を示

して お り
,
さ ら に 脈圧の 有意の 増大 を考 え ると S t r O k e

v ol u m e は増大 して い る もの と考 えら れ る｡ A C G 波

高成分で は D F / O E の増大が 認め られ p
r el o a d の 増

大を示 唆す る が a/ O E は不変 で あ り, L V E D P の 上

昇は考 え難 い ｡ 従っ て高血圧ⅠⅠ群に み られ る上 記の 変

動 は正常 な心機能 を反映 して い るも の と理解で き る｡

高血圧 ⅠⅠⅠ, Ⅳ群 に お い て も P E P , I C T の 短縮,

E T / P E P の 増大 な どが認 め られ , 心収縮性 は冗進

して い る もの と考 え られ る｡ さら に E T c の延長, 脈

*
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高血圧症 の 心機能

圧 の 増大は こ れ ら の 群 に おい て も
,
S tr O k e v ol u m e の

増大が ある と思わ れ るが ,
A C G 波高成分で はa/ O E

の 増大が あ り, L V E D P の 上 昇 を示唆 し てい る｡ 従

っ て
, 高血圧ⅠⅠⅠ, Ⅳ 群の JL ､機能 は, R o s s , J . J r . e t

al の い う心機能異常に 相当する
｡

今回 著者が 対象と した高血圧例 に は明 らか な心 不全

例 は含まれ て お ら ず, 高血 圧 Ⅳ 群で も全体と し て はSt ･

r o k e v ol u m e の増大 を示 唆す る所見が認め られ た が
,

2 1

高血 圧 Ⅳ 群 に お ける個々 の 例に つ い て検討す れ ば
, 負

荷後 E T c の短縮, 脈圧 の 減少
,
E T/ P E P の 減少

,

a / O E の 増大な ど S tr O k e v ol u m e の 減 久 L V E D P

の 上 昇を示 唆す る例が あ り, こ の 様な症例が心 機能低

下例と考 え られ る｡

結 論

高血圧症 に お ける左心機能 を評価する た めに 運動負

b8【0 用 6
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川
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t w o s t e p t e s t i n th e n o r m o t e n siv e g r d u p a n d f o u r g r o u p s o f h y p r r t e n siv e s .
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荷 ( M a st e r
,

s d o u b l e t w o s t e p t e s t) を施行 し, 前

後 の心機図上の変動 を分析 して以 下の結果 を得た｡

1 ) 正常血圧群 で は収縮期圧の上 昇, 脈圧の 増大,

心拍数の 増加, P E P な ら び に I C T の短縮,
E T c

の延長, E T / P E P の増大, Ⅰ卜 0 間隔の短縮が認
め

られ た が, A C G 波高成分で は D F / O E な らび に a /

O E は有意 の変化 を示 さ なか っ た｡ T T I は増大 を示

した ｡

2) 高血圧 Ⅰ群で は心拍数の増加, P E P な ら
び に

I C T の短縮, E T / P E P の 増大, Ⅰト 0 間隔の 短縮

な どが認 め られ たが , E T c お よび脈圧 は不変であ っ

た ｡ また O F / O E な らび に
a/ O E も有意の 変化を示

さな か っ た ｡ T T I は不変で あ っ た ｡

3 ) 高血圧ⅠⅠ群で は心 拍数 の増加, 脈圧の 増大, P

E P なら び に I C T の短縮, E T / P E P の増大, I 卜

0 間隔の短 縮, D F / O E の増大, T T I の増大な どが

認め られ た｡

4) 高血圧ⅠIt群で は収縮期圧の 上昇, 脈圧の増大,

心拍数の 増加, P E P な らび に I C T の 短縮,
E T /

P E P の増大, H - 0 間隔の 短縮, a/ O E の 増大, T

T I の 増 大な どが認 めら れた ｡ ま た E T c は延長傾向

を示 した ｡

5 ) 高血圧Ⅳ群で は収縮期圧の 上 昇, 脈圧の増大,

心拍数の増加, P E P な らび に I C T の短縮, E T c

の延長, E T / P E P の 増 九 ⅠⅠ
-

0 間隔の 短縮, D F/

O E な らび に a/ O E の増大, T T I の増大 な どが認

め られた
｡

6) 運動負荷に よ る上 記の 心機図上 の 変動は心 収縮

胤 St r O k e v ol um e
,
L V E D P な どの変化を反映す

る もの と考え られ, 日常臨床 に お ける 高血圧の 心機能

評価に も有用な検査法 と思わ れ る｡

稀を終るに臨み , 御教示御校閲を賜っ た金沢大学第二内科竹田

亮祐教授, 金沢 医科大学循環器内科村上喋 二 教授な らびに終始

御指導を賜 っ た金沢医科大学循環器内科平丸義武助教授に深甚な

る謝意を表 します ｡ また本研究に 御協力い た ゞ い た諸氏に感謝の

意 を表 します ｡
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